
児童が根拠や理由を示しながら自分の考えを説明できる理科授業 

― 理科教育 授業案 25 ― 

単元指導計画 

第５学年 
単元名『 動物の誕生（魚・人）』 

（全17時間） 

 

単元のねらい 

メダカ等の魚と人の誕生や成長について興味・関心を持ち，調べることができる。 

雌雄のメダカを飼育しながら観察することを通して，卵から子メダカになるまでの変化をとら

えることができる。 

水中の小さな生物を観察することを通して，水中には様々な小さな生物がいて，魚はそれらを

食べていることをとらえることができる。 

人の母体内での子供の成長を調べる活動を通して，人は母体内で成長してから，生まれ出てく

ることをとらえることができる。 

人の生命の誕生と母体内での子供の成長のすばらしさや，生命尊重についての考えを持つこと

ができる。 

指導計画（全17時間） 

主な学習活動 時 アクティブ・ラーニングの視点 

◆ 第１次 メダカの飼育   

 メダカを飼育して卵を産ませる準備をしよう １ 

 メダカの雌雄を見分けてみよう ２ 

◆ 第２次 メダカの卵の変化  

 メダカの卵を観察しよう ３ 

 メダカの卵の変化を観察しよう 4/5/6 

 メダカの卵の中の変化をまとめよう ７ 

◆ 第３次 魚の食べ物  

 メダカ等の魚が水中で食べている物を 

調べよう 
８/９ 

 メダカ等の魚の食べ物と水中の小さな生物に 

ついてまとめよう 
10 

 学習を振り返ろう 11 

◆ 第４次 人の生命の誕生  

人の母体内での子供の成長について考えよう 12 

人の母体内での子供の成長を調べよう 13/14 

人の母体内での子供の成長について調べたことを

まとめよう 
15 

人の母体内での子供の成長について説明しよう 16 

学習を振り返ろう 17 

≪目指す児童の姿≫ 

①，② 

≪教師の働き掛け≫ 

ウ【対話的な学び】 

  話合いを通して，疑問を

明らかにさせたり，考え直

させたりする。 

オ【対話的な学び】 

【主体的な学び】 

話合いを通して，問題を

共有させ，学習への見通し

を持たせる。 

≪目指す児童の姿≫ 

⑩ 

≪教師の働き掛け≫ 

 テ【対話的な学び】 

【深い学び】 

話合いを通して，見いだ

した性質や働き，規則性等

が，実際の自然で成り立っ

ていることや生活に役立

てられていることに気付

かせる学習活動を設定す

る。 
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第５学年   「人の母体内での子供の成長について考えよう」  12/17 時 

 

本時のねらい 本時で目指す児童の姿 

○ メダカの誕生と成長を基に，人の母体内での

成長を想像して疑問点を話し合い，人の誕生と

母体内での子供の成長について，進んで調べよ

うとする。 

①，② 子メダカの成長を想起し，子宮内での胎

児の成長過程や母親の子宮の仕組みにつ

いて，疑問を明確にし，解決したい問題に

ついて説明できる。 

準備物    

□メダカ（受精卵から誕生まで），人の受精卵，誕生したばかりの赤ちゃんの写真 □ワークシート 

本時の学習活動 教師の働き掛け，留意点 

１ メダカの誕生について想起する。《一斉》 

 

 

 

 

 

２ 生まれてくる頃の子宮内での胎児の様子を

考えて，図に表し，疑問に思ったことを話し合

う。《個人→グループ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ メダカの受精卵から誕生までの写真を並べ

替えさせる。 

 

 

 

 

※ 人の受精卵，誕生してきた赤ちゃんの写真を

提示し，成長過程について疑問を持たせる。 

※ 「卵（卵子）」「精子」「受精」「受精卵」

「子宮」「受精卵は子宮の中で子供に育ってか

ら生まれること」について説明する。 

 

 

 

※ 胎児の姿（頭，胴体，手，足が簡単に分かる

ように）をワークシートの子宮内の図に描かせ

ることで，胎児の様子を整理させる。 

※ 個人で描いた後，グループで話し合わせ，グ

ループでの意見を黒板に掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問 生まれる頃の赤ちゃんは，お母さんの子宮内でどのような姿で入っていたので

しょう。 

（指示） 「Ａ子宮の中での子供の育ち方に関すること」「Ｂ子宮の仕組みに関す

ること」「Ｃその他」の３つの内容に付箋を分けて話し合いましょう。 

児童 

・ Ａどれくらい子宮の中にいる

のか。 

・ Ｂ栄養をどのように取り入れ

ているか。 

・ Ｃメダカの成長と似ていると

ころはあるか。 

 

自然事象への働き掛け 

ウ【対話的な学び】 

話合いを通して，疑問を明らかにさせた

り，考え直させたりする。 

＜活動事例＞ 

・ 付箋に書いた疑問をグループで確認させ，

同じ疑問の付箋を重ねながら，疑問を整理さ

せる。 

アクティブ・ラーニングの視点 

（指示） 子宮の中での子供の育ち方について，メダカと同じところや違うところ等，

疑問に思ったことを付箋に書きましょう。 

発問 メダカは，卵の中の何を使って成長しますか。 

児童・ 卵の中の養分を使って成長した。 
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３ 解決したい問題を設定し，グループで調べる

方法について話し合う。 

《グループ→一斉→グループ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次時の学習内容を確認し，見通しを持つ。 

 《一斉》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 調べたことの発表は，模造紙や画用紙にまと

めたものを用いて，ポスターセッションを行う

ことを伝える。 

※ 調べ方について考えさせる。 

 （例）・インターネットや映像資料，教科書 

・養護教諭や保護者にインタビュー 

・人体模型等 

 

 

次時の学習内容 

・ グループごとに，子宮内での胎児の育ち方について調べる。 

（指示） 

グループごとの話合いで疑問に思ったこ

とを説明し合いましょう。 

児童・ Ａ赤ちゃんは，子宮の中でどのくらいの大きさになるのか。 

児童・ Ｂ赤ちゃんは，どのように栄養を取り入れているのか。 

児童・ Ｃメダカの育ち方と似ているところはあるのか。 

問題 人の子どもは，子宮の中でどのように育っていくのだろうか。 

児童 

・ インターネットや本で調べた

り，養護の先生や家族に聞いた

りして調べる。 

○/□ 

メダカの 
受精卵 
受精直後 

人は，子宮の中で成長する。 

メダカの 
受精卵 
１日後 

メダカの 
受精卵 
７日後 

メダカの 
受精卵 
５日後 

人の 
受精卵 

誕生した
ばかりの
赤ちゃん 

第２時から第５時で調べる学習課題例 

Ａ・ 養分や酸素の取り入れ方   

Ａ・ 成長過程とからだのでき方（○○週には○○ができる。○○グラム等） 

Ｂ・ 子宮の役割（たいばん，羊水，へその緒） 

Ｃ・ メダカとの共通点，差異点  

・ 他の動物の胎児の育ち方との比較 

 

問題の把握・設定 

オ【対話的な学び】【主体的な学び】 

話合いを通して，問題を共有させ，学習へ

の見通しを持たせる。 

＜活動事例＞ 

・ 各グループの疑問を全体で説明させ，解決

したい問題を共有させる。 

アクティブ・ラーニングの視点 

子宮内の子どもの姿 

メダカの 
誕生 
 

調べたいこと 

Ａ 子どもの育ち方に関すること 

Ｂ 子宮のしくみに関すること 

Ｃ その他 

問題  

人の子どもは，

子宮の中で，どの

ように育っていく

のだろうか。 
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第５学年「 人の母体内での子供の成長について説明しよう 」16/17 時 

 

本時のねらい 本時で目指す児童の姿 

○ 人の母体内での成長過程について理解す

る。 

⑩ 母体内の子供の成長過程について，調べたこと

や考えたことを説明できる。 

準備物     

□調べたことをまとめたもの（模造紙，画用紙等） 

本時の学習活動 教師の働き掛け，留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 子宮内で子供はどのように育っていくの

か，調べたことや考えたことをポスターセッ

ションで説明する。 

 《グループ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ グループごとに前半説明する係・後半説明する

係の分担を事前に確認しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 説明のさせ方（説明５分，質疑応答２分） 

 ① テーマとメンバーの紹介をする。 

 ② 調べたことや考えたことを説明する。 

 ③ 質問・意見に答える。 

 ④ 後半の発表者に引き継ぐ準備をする。 

 

前時までの学習 

下記３点のテーマついてグループ内で分担して調べ，模造紙や画用紙にまとめる。 

Ａ 子宮の中での子供の育ち方に関すること 

Ｂ 子宮の仕組みに関すること 

Ｃ その他（メダカとの比較等） 

（指示） 子宮の中での子供の育ち方について，調べたことや考えたことをグルー

プごとに説明し合いましょう。 

 

問題 人の子どもは，子宮の中でどのように育っていくのだろうか。 

 

結論の導出 

テ【対話的な学び】【深い学び】 

話合いを通して，見いだした性質や働き，

規則性等が，実際の自然で成り立っている

ことや生活に役立てられていることに気付

かせる学習活動を設定する。 

＜活動事例＞ 

・ 子宮内での子供の育ち方について調べた

ことや考えたことを説明させる。 

・ 聞き手は，メモしながら聞き，質問や感

想を発表させる。 

アクティブ・ラーニングの視点 
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２ 説明するグループと説明を聞くグループを

交代する。《グループ》 

 

３ ポスターセッションを終了し，学級全体で

考えの交流を行う。《一斉》 

 

 

 

 

 

 

４ 学習を振り返り，まとめる。《個人》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 発表の聞き方 

 ① 発表者を見て話を聞く。 

 ② 必要なことはメモを取りながら聞く。 

 ③ 発表を聞いた後は，質問や意見，感想を伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次時の学習内容 

・ 人の母体内での子供の成長過程について，学習を振り返り，まとめる。 

 

児童 

・ 子供は，へその緒を通し

て，母親から養分等を取り

入れ，いらなくなった物を

返します。母親の胎盤とつ

ながっているへその緒は，

子供の命をつなぐ大事なも

のだと思います。 

（指示） 子宮の中での子供の成長について，分かったことや心に残ったことを，

ノートにまとめましょう。 

児童・ 少しずつ体の形ができていくのは，メダカも人も同じだと分か

った。 

児童・ 人の子供は，メダカと違って，母親から養分をもらって，大き

くなることが分かった。 

児童・ へその緒がお母さんと赤ちゃんの命をつなぐパイプのような役

割をしている。 

児童・ 10 ヶ月もお母さんのお腹にいて成長していることが分かった。

その間，お母さんは大変だっただろうと思う。 

児童・ 人の子供は，母親の子宮の中で，へその緒を通して，母親から養

分等を取り入れながら成長していく。 

児童・ 受精してからおよそ 38 週経つと母親から生まれる。 

☆ポスターセッションを聞いてメモをしよう。 

順 発表者 発表内容 
分かったこと・ 

心に残ったこと 

前
半 
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「動物の誕生（魚・人）」ワークシート 12/17 時間目  

５年（  ）組 名前（               ） 

 

子宮内の子どもの姿を予想してかこう。 
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